
24

吉
岡
町
議
会
だ
よ
り
No 113

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

岸　

祐
次

編　

集　

議
会
広
報
常
任
委
員
会

群
馬
県
北
群
馬
郡
吉
岡
町
大
字
下
野
田
５
６
０

　

０
２
７
９ ―

 

54―
 

３
１
１
１

☎

●●●

　伊香保街道沿いの林の中に、万葉のこ
ころを今に伝える万葉歌碑が建っている。
そこには、「伊香保ろ乃やさかの井堤に立
つ虹の現はろまでもさ寝をさねてば」と
刻まれている。
　万葉集には、上野国（今の群馬県）に
関する歌が多く収録されている。特に、
東歌を収録した巻十四では、総数 230 首
のうち 25 首が上野国歌として収録されて
いて、相模国の12首、常陸国の10首を大
きく引き離し、最も多い。このことは、
古代の群馬が東国文化の中心として発展
を遂げたことを物語っている。この 25 首
のうち、伊香保をうたった歌が９首あり、
伊香保が上野国にとって中心的な存在で
あったことがうかがわれる。伊香保といっ
ても、現在の湯の町伊香保のことではな

く、「厳秀」または「厳穂」で、いかめし
くそびえる山のことで、今の榛名山を指
すものである。
　冒頭の歌の「八坂の井堤」がどこかに
ついて、幕末から明治時代の国学者、歌
人である橋本直香が、その著書「上野歌解」
において、上野田地内に井堤という地名
が残っているのでその辺りであるとして
いる（ただし、八坂の井堤については、
諸説ある）。　
　当時の榛名山東麓に住む人々が榛名山
を仰ぎ見ながら、どのような暮らしをし、
どのような感慨にふけったのかを考える
とき、胸が締め付けられるような親しみ
とたかぶりを覚える。

参考文献「吉岡村誌」
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８
月
30
・
31
日
に
東
北
地
方
を
縦
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台
風
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側
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観
測
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近
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的
な
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な
ど
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言
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頻
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に
聞
か
れ
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。そ
の
度
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大
変
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被
害
の
様
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テ
レ
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映
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も
、岩
手
県
岩
泉
町
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９
人
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寄
り
が
濁
流
に
飲
み
込

ま
れ
た
現
場
の
様
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、友
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大
樹
町
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水
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を
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め
る
ば
か
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